
処理 利活用・分析
データの処理基盤技術の研究開発（経産省） データ利活用のための研究開発（文科省）

（１） ＩＣＴの利活用が進展。多種多量のデータ（ビッグデータ）から新たな知見を見出し、日本の国際競争力強化に繋げる
ことが重要。

（２） ビッグデータ利活用を支える基盤技術の開発・標準化・普及促進を実施し、基盤技術を確立・人材を育成。

（３） 研究成果を世界へ展開することにより、更なる新産業・イノベーション創出や国際競争力強化を実現。

収集・伝送

基盤技術の確立・人材育成・新たな知見

ネットワーク基盤技術の研究開発（総務省）

・3省合同委員会の開催
・テストベッド（ＪＧＮ―Ｘ）
における統合実証実験

新産業・イノベーションの創出

とりまとめ：総務省
連携：文部科学省、経済産業省

画像、動画

ビッグデータの利活用の基盤技術の開発・標準化・普及促進

重点施策パッケージ

位置情報

多種多量のデータ
（ビッグデータ）

多種多量のデータ
（ビッグデータ）

センサデータ

研究データ、論文 等

デジタルデータ量の急増
2020年に2010年の約35倍
（2000年の約5700倍）

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
量

（重点施策パッケージ対象施策）

ビッグデータによる新産業・イノベーションの創出に向けた基盤整備
平成25年度予算案:18.9億円＋80.9億円の内数
(平成24年度補正予算:31.9億円)
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